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　組
詩
「
ア
リ
オ
ス
に
寄
せ
て
」
よ
り

文化芸術のハコ
特 集 １

　詩人の谷川俊太郎さんは、文化芸術の拠点「いわき芸術文化交流館アリオス」を「ハコ」と表現し、
文化芸術の持つ無数の可能性についてユニークに詩われています。
　今回は、この「ハコ」の魅力と文化芸術が与えるチカラについてお届けします。

「
ア
リ
オ
ス
」
と
「
ハ
コ
」

　「
ハ
コ
の
う
た
」
に
あ
る
と
お
り
「
ハ

コ
」
は
『
生
産
と
創
造
の
場
』
で
あ
り

『
感
動
と
共
感
の
舞
台
』
で
す
。

　「
ハ
コ
」
と
し
て
の
ア
リ
オ
ス
は
、
文

化
芸
術
が
持
つ
力
を
通
じ
て
、
い
わ
き
の

「
ま
ち
」
と
「
ひ
と
」
に
元
気
と
勇
気
を

も
た
ら
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
芸
術
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
た
め
、
良
質
な
公
演
を
は

じ
め
、
市
民
参
加
型
の
多
様
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
ア
リ
オ
ス
は
、
皆
さ
ん
が

日
々
の
文
化
活
動
を
通
じ
て
自
ら
の
感
性

や
知
性
を
磨
き
、
人
々
と
の
出
会
い
が
輪

と
な
っ
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ
る

「
ハ
コ
」
に
な
る
こ
と
。

　伝
統
文
化
か
ら
先
駆
的
な
舞
台
芸
術
ま

で
、
創
造
性
と
生
命
力
に
あ
ふ
れ
る
「
ハ

コ
」
に
な
る
こ
と
。

 

心
が
弾
み
、
心
が
踊
り
、
心
が
豊
か
に

な
る
、
そ
ん
な
「
ハ
コ
」
で
あ
り
続
け
ま

す
。

　国
内
外
で
、
文
化
芸
術
が
盛
ん
な
ま
ち
は
、

例
外
な
く
、
産
業
も
経
済
も
、
ま
ち
づ
く
り

も
勢
い
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
文
化
芸
術
は
、

社
会
経
済
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る

人
の
創
造
力
の
源
泉
だ
か
ら
で
す
。

　皆
さ
ん
は
「
い
わ
き
市
文
化
協
会
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、

美
術
、
茶
道
、
華
道
な
ど
、
多
く
の
分
野
の

皆
さ
ん
同
士
で
仲
良
く
連
携
し
、
互
い
の
活

動
を
敬
い
、
分
野
横
断
で
文
化
芸
術
を
愛
し

育
む
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
活
動
は
、
本
市
な
ら
で
は
の
も

の
で
す
が
、
各
分
野
相
互
の
相
乗
効
果
を
生

み
出
し
て
い
て
、
ま
さ
に
、
本
市
の
文
化
芸

術
力
の
「
強
み
」
と
言
え
ま
す
。

　文
化
芸
術
は
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

創
造
の
源
泉
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
い
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

文
化
芸
術
は
創
造
力
の
源
泉

▲中劇場 ▲小劇場▲アルパイン大ホール

い わ き 市 長
内田 広之
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　アリオスでは、交流空間としての賑わいづくりや、ハコを飛び出して皆さ
んの所におじゃまするなど、文化芸術に親しんでもらいながらさまざまな創
造性を育む取り組みを行っています。

無限の創造性

本物と出会う

おでかけアリオス

遊びから学ぶ

文化芸術のチカラ

會川　和美　さん直接触れ合ってほしい

本物の音を楽しんで♪ 黒金　寛行さん（いわき市出身）

×

広報いわき　2025. 3　45　広報いわき　2025. 35　広報いわき　2025. 3

▲アリオスWEBサイト

　アリオスでは、子どもたちや地理的な事情などの理由で足を運ぶことが難しい方々を対象に、市内の小・中
学校をはじめ、公民館や地域のコミュニティ施設において、コンサートやワークショップを「おでかけアリオ
ス」として開催しています。最大の魅力は、その距離感です。通常ではお客さんとの距離があり、作者や演者
の表情や呼吸まで感じることは難しいですが、おでかけアリオスでは間近で感じることができ、伝わってくる
魅力やその価値は一層高まります。

　現在、ＮＨＫ交響楽団に在籍し、バス・トロンボーン奏者として活動していま
す。本年度は同楽団いわきアンバサダーを務め、音楽の魅力を伝えるお手伝いを
させてもらっています。今は、インターネットなどで簡単に音楽を聴ける環境に
ありますが、できれば同じ空間で臨場感のある本物の「音」を楽しんでもらえた
らうれしいです。

共感が生まれる場所

ハコを飛び出して皆さんの所へ

　月に１回程度、子どもからお年寄りまで世代
に関係なく集まって、子どもの遊び場をつくる
「あそび工房」を実施しています。
　工作をしたり、運動をしたり、レクリエー
ションなど、内容もさまざまです。市民の方々
のアイデアから、アリオスの顔に育ちました。
あらゆる世代にわたる市民の交流空間としての
役割を担っています。

大人も子どもも、ごちゃまぜ

　魅力と活力あるまちの形成
と維持に向けては、文化芸術
のチカラが必要不可欠です。
　文化芸術は、エンターテイ
ンメントの枠を超えて、心を
動かし、社会に働きかけ、未
来を形作るチカラを持ってい
ます。

　文化協会は、市内唯一の文化団体で、音楽・演劇・舞踊・美術他315団体
が加盟しており、いわき文化春祭り、市民文化祭等各種イベントの開催やそ
の広報活動など、市と連携を図りながら文化芸術のレベル向上に努めている
ところです。
　また、私自身は地元を中心とした民謡の普及・発展を目指していわき市民
謡（うた）の会、平民謡会のそれぞれの会長として活動しています。民謡は、
地域の風土、歴史、生活習慣、人々の感情などが反映された歌詞やメロディ
を持ち、その他地域特有の旋律、リズムがとても特徴的です。
　民謡に限らず、文化芸術は、心や人生を豊かにする力があります。一人で
も多くの方に直接文化芸術と触れ合う機会を作ってもらいたいです。　

魅力と活力あるまちへ

　良質な文化芸術を届けるため、アルパイン大ホールの
音響設備は専用ホールクラスの性能と機能を備えており、
空間は音響的に好ましい形状となっています。
　さらに、クラシックコンサートを行う上で不可欠な舞
台音響反射板も一般的に使用される水準を超える優れた

仕様となっています。また、小・中劇場は、移動観覧席の有無にあわせ、平土間にも劇場形式にも可変でき、
演劇や古典芸能などにも対応できる劇場となっています。
　本物と出会う「ハコ」として、皆さんの文化芸術活動の機会・場の創出を図りながら、これからもたくさん
の感動と共感を生む場であり続けます。

市文化協会 会長

無
数
の
可
能
性

　アリオスでは、交流空間としての賑わいづくりや、ハコを飛び出して皆さ
んの所におじゃまするなど、文化芸術に親しんでもらいながらさまざまな創
造性を育む取り組みを行っています。

無限の創造性

本物と出会う

おでかけアリオス

遊びから学ぶ

文化芸術のチカラ

會川　和美　さん直接触れ合ってほしい

本物の音を楽しんで♪ 黒金　寛行さん（いわき市出身）

×

広報いわき　2025. 3　45　広報いわき　2025. 35　広報いわき　2025. 3

▲アリオスWEBサイト

　アリオスでは、子どもたちや地理的な事情などの理由で足を運ぶことが難しい方々を対象に、市内の小・中
学校をはじめ、公民館や地域のコミュニティ施設において、コンサートやワークショップを「おでかけアリオ
ス」として開催しています。最大の魅力は、その距離感です。通常ではお客さんとの距離があり、作者や演者
の表情や呼吸まで感じることは難しいですが、おでかけアリオスでは間近で感じることができ、伝わってくる
魅力やその価値は一層高まります。

　現在、ＮＨＫ交響楽団に在籍し、バス・トロンボーン奏者として活動していま
す。本年度は同楽団いわきアンバサダーを務め、音楽の魅力を伝えるお手伝いを
させてもらっています。今は、インターネットなどで簡単に音楽を聴ける環境に
ありますが、できれば同じ空間で臨場感のある本物の「音」を楽しんでもらえた
らうれしいです。

共感が生まれる場所

ハコを飛び出して皆さんの所へ

　月に１回程度、子どもからお年寄りまで世代
に関係なく集まって、子どもの遊び場をつくる
「あそび工房」を実施しています。
　工作をしたり、運動をしたり、レクリエー
ションなど、内容もさまざまです。市民の方々
のアイデアから、アリオスの顔に育ちました。
あらゆる世代にわたる市民の交流空間としての
役割を担っています。

大人も子どもも、ごちゃまぜ

　魅力と活力あるまちの形成
と維持に向けては、文化芸術
のチカラが必要不可欠です。
　文化芸術は、エンターテイ
ンメントの枠を超えて、心を
動かし、社会に働きかけ、未
来を形作るチカラを持ってい
ます。

　文化協会は、市内唯一の文化団体で、音楽・演劇・舞踊・美術他315団体
が加盟しており、いわき文化春祭り、市民文化祭等各種イベントの開催やそ
の広報活動など、市と連携を図りながら文化芸術のレベル向上に努めている
ところです。
　また、私自身は地元を中心とした民謡の普及・発展を目指していわき市民
謡（うた）の会、平民謡会のそれぞれの会長として活動しています。民謡は、
地域の風土、歴史、生活習慣、人々の感情などが反映された歌詞やメロディ
を持ち、その他地域特有の旋律、リズムがとても特徴的です。
　民謡に限らず、文化芸術は、心や人生を豊かにする力があります。一人で
も多くの方に直接文化芸術と触れ合う機会を作ってもらいたいです。　

魅力と活力あるまちへ

　良質な文化芸術を届けるため、アルパイン大ホールの
音響設備は専用ホールクラスの性能と機能を備えており、
空間は音響的に好ましい形状となっています。
　さらに、クラシックコンサートを行う上で不可欠な舞
台音響反射板も一般的に使用される水準を超える優れた

仕様となっています。また、小・中劇場は、移動観覧席の有無にあわせ、平土間にも劇場形式にも可変でき、
演劇や古典芸能などにも対応できる劇場となっています。
　本物と出会う「ハコ」として、皆さんの文化芸術活動の機会・場の創出を図りながら、これからもたくさん
の感動と共感を生む場であり続けます。

市文化協会 会長

無
数
の
可
能
性


